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令和６年度第２回豊山町地域公共交通会議議事録（要旨） 

 

１ 開催日時  令和６年１２月１７日（火）午後３時３０分～午後４時３０分 

 

２ 開催場所  豊山町役場 ２階 会議室１ 

 

３ 出 席 者   

（１）豊山町地域公共交通会議委員出席者 

豊山町長 服部 正樹 

あおい交通株式会社代表取締役 松浦 秀則 

名鉄バス株式会社運輸本部運輸本部交通企画官 平塚 康男 

名古屋市交通局営業本部自動車部路線計画課長 清水 徳幸 

公益社団法人愛知県バス協会専務理事 小林 裕之 

豊山町老人クラブ連合会会長 浅井 惠子 

中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官 宮川 高彰 

               （代理 首席運輸企画専門官 渥美 宏） 

愛知県尾張建設事務所維持管理課長 加藤 純丈 

                   （代理 総括専門員 壽賀 奈津子） 

西枇杷島警察署交通課警部補 上谷 和稔 

愛知県都市・交通局交通対策課担当課長 石屋 義道 

                      （代理 主査 松岡 直人） 

名古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育研究セ

ンター教授 

加藤 博和 

名古屋市住宅都市局都市計画部交通企画・モビリティ都市推進 

課長 

脇田 裕二 

名古屋タクシー協会専務理事 多田 直紀 

小牧市都市政策部都市整備課長 川島 充裕 

豊山町産業建設部長 高桑 悟 

１８名中１５名出席 

 

（２）豊山町地域公共交通会議委員欠席者 

デイジーポテト豊山町障害児者家族の会代表 大野 いつ子 

あおい交通株式会社運行課長 坂井田 成広 

三菱重工業株式会社名古屋航空宇宙システム製作所総務部総

務第一グループグループ長 

増田 勝一 

                                    ３名欠席 

 

（３）事務局 

豊山町理事 江崎 嘉彦  

豊山町産業建設部まちづくり推進課長 森川 泰成 

豊山町産業建設部まちづくり推進課まちづくり推進グループ長 横山 美佳 

（４）随行・傍聴  １１名 
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４ 議  題 

  報告事項 

（１） 令和６年度取組状況の報告について 

（２） 県営名古屋空港における県主体の自動運転実証実験について 

協議事項 

（１） 第３次豊山町地域公共交通計画の素案について 

  その他 

 

５ 会議資料 

報告１ 令和６年度取組状況の報告【資料１】 

報告２ 県営名古屋空港における自動運転実証実験の実施について【資料２】 

協議１ 第３次豊山町地域公共交通計画（案）【資料３】 

 

６ 議事内容 

（開 会） 

 

事 務 局： 定刻となりましたので、令和６年度第２回豊山町地域公共交通会議を開催し

ます。本日、司会を務めさせていただきます、まちづくり推進課長の森川です。

よろしくお願いします。先の町長選挙により、服部新町長が就任いたしました。

これに伴い、本会議の会長が変更となりましたことをお知らせいたします。そ

れでは、服部町長より、ごあいさつ申し上げます。町長よろしくお願いします。 

 

（町長あいさつ） 

 

町  長： 本日は、大変お忙しい中、豊山町地域公共交通会議にご出席いただき、誠に

ありがとうございます。今回、新たに豊山町地域公共交通会議の会長に就任い

たしました、豊山町長の服部正樹です。どうぞよろしくお願いいたします。 

皆様には日頃から、本町の公共交通施策をはじめ、行政各般にわたり、ご理

解やご支援を賜り、この場をお借りして厚く感謝申し上げます。 

公共交通を取り巻く状況は依然厳しく、人口減少や高齢化等による利用者の

減少、乗務員不足など、様々な課題に対応していかなければなりません。一方

で、利用者の利便性向上を求める声には真摯に対応する必要があります。持続

可能な公共交通を維持していくうえで、全ての要望に応えることは困難です。

しかし、限られた人材・予算の中であっても、できる限り多くの方に喜んでい

ただけるような公共交通を皆様とともに作っていきたいと考えておりますので、

ご協力をよろしくお願いいたします。 

さて、本日の議題としましては、報告事項２点、協議事項１点でございます。

特に、協議事項においては、現在策定中の「第３次豊山町地域公共交通計画の

素案」について皆様から忌憚のないご意見をいただきたいと思います。 

安全で利便性の高い地域公共交通ネットワークを形成するため、委員の皆様の
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活発な議論や意見交換が行われることをお願い申し上げ、私からのあいさつと

させていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 

事 務 局： 本日の会議の出席者につきましては、お配りしました「令和６年度豊山町地

域公共交通会議名簿」をもちまして、ご紹介に代えさせていただきます。本日

は、愛知運輸支局の宮川様の代理といたしまして渥美様、尾張建設事務所の加藤

様の代理としまして壽賀様、愛知県都市・交通局の石屋様の代理としまして松岡

様にご出席いただいておりますことをご報告申し上げます。また、デイジーポテ

ト豊山町障害児者家族の会の大野様、あおい交通株式会社の坂井田様、三菱重工

業株式会社の増田様はご欠席と伺っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

（資料の確認） 

 

事 務 局： それでは本日の資料のご確認をお願いします。資料に不足などがありました

ら、担当が資料をお持ちしますので挙手にてお知らせ願います。 

  

（会議の公開） 

 

事 務 局： 本会議は豊山町地域公共交通会議設置要綱第５条第５項に、会議は、原則と

して公開するとございます。会議の議事録などについて、本町のホームページ等

で公開させていただきますので、ご承知おきくださいますようお願いいたしま

す。 

 

（会議成立の確認） 

 

事 務 局： 本日の会議は、委員の２分の１以上の方に出席いただいておりますので、設

置要綱第５条第２項の規定により会議は成立しています。では、議題に入りま

す。設置要綱第５条第４項に会議の議長は、会長がこれにあたるとありますの

で、以後の進行につきまして、会長よろしくお願いいたします。 

 

（報告事項） 

 

会  長： それでは議事を進めさせていただきます。報告事項です。報告事項（１）令

和６年度取組状況の報告について、事務局から報告をお願いします。 

 

事 務 局： ※ 資料に基づき説明 

 

会  長： ただいまの報告について、委員の皆様からご質問などはありますでしょうか。 
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副 会 長 ： 今１件ですけれど、これは１２月６日現在だから、今日現在のものはわかり

ますか。もうちょっといますよね。 

 

事 務 局： 直近の１２月１５日、日曜日現在の状況をご報告させていただきます。利用

登録者数は１４７人で利用登録率は１０．６％となってございます。利用実績に

つきましては、利用件数が１２月１５日までで１９件であります。１２月１６日

月曜日以降の予約件数が３件となっております。１日平均にしますと１．２７件

のご利用をいただいている状況となってございます。 

 

会  長： はい、ありがとうございます。他の委員からのご質問などございますでしょ

うか？ 

 

Ａ 委 員： 今の利用件数なんですが、どういうふうに評価したらいいのかという話が一

つと、それを踏まえてアンケートをやられるわけですが、この計画に盛り込むの

か盛り込まないのかっていうことは考えなければならないことだと思いますが、

いつのタイミングでどのような協議を経て、計画に反映するしないということ

もですね、併せてご説明いただければと思います。資料３の５８ページですかね。

第２回の協議会会議が本日で、第３回がまだ空白という状況の中で、どのような

進め方をされるのか教えていただければと思います。 

 

事 務 局： 今回デマンド型交通の実証実験をさせていただきまして、今年度はまず３か

月の実証実験をさせていただきます。来年の２月まで実証実験をやっておりま

すので、来年度以降にこの調査結果の方を分析させていただいて、今後の展望を

検討していきたいと思っております。計画の中にも後ほど事務局から説明させ

ていただきますが、資料３の計画の素案の中でデマンド型交通のことについて

も触れさせていただいております。現段階では何年度からデマンド型交通を本

格導入していくのか、そういったことはお答えできない状況にあるということ

でご理解ください。 

 

会  長： はい。今の回答でよろしかったでしょうか？ 

 

Ａ 委 員： 要は実施時期云々というそういう細かいことまでは記載はできないと、やる

やらないということもまだわからないということでよろしいでしょうか？ 

 

事 務 局： そういう理解で大丈夫です。 

 

会  長： はい。どうぞ。 

 

Ｂ 委 員： よろしくお願いします。質問じゃないんですが、意見でもよろしいですか。
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高齢者が集まる機会がありまして、この２点についてちょっと質問してみたん

ですね。そしたらデマンドについては、私が先ほど参加した会議では、３名ぐら

いとりあえず登録しましたという方がいました。ただ並行して、とよやまタウン

バスの敬老パスとかも実施されているので、もうそっちの方が便利なんだわと

いう感じでかなり利用されてるんだなっていう実感を持ちました。町内でも使

えるし、北も南も行けるしっていうことで、デマンドについてはやっぱり１回３

００円ってのがネックで、敬老パスはただなので、まだまだその意味では今後使

えるかどうかわからないなっていう意見だったんですが、ただ、足の不自由な方

にはとてもいいと思うんですね。自宅まで来てくれるし、そういう意味では、こ

れ７５歳以上となっているんですが、ぜひとも障害者の方とか、そういう方に拡

大されるんじゃないかなっていうのを思いました。ちょっとデマンドについて

はこれからなのかな。２月だし、寒い時期だし、出かける時期ではないですよね、

高齢者は。というのはちょっとあれかなっていうふうには思いました。以上です。 

 

会  長： いいですか、何か事務局から回答は要りますか。 

 

Ｂ 委 員： いいえ意見ですので。そういう意見が出ましたということで。 

 

会  長： はい。貴重なご意見いただきましてありがとうございました。他の委員さん

からはどうでしょうか？よろしいですか。 

 

副 会 長 ： Ａ委員が評価はどうですかとおっしゃったんで、私の評価でもいいですか。

まあ、こんなもんかなというか。すごく多いとも思わないし、全く駄目だとも思

わないっていう、いわゆる想定の範囲。想定の範囲も様々なんですけど、ストラ

イクゾーンのところっていう感じかなと思っていて、まず、高齢者割引はそうい

うことなんですよね。特にやっぱり栄まで行けるのはとても大きいですので、そ

ういう意味ではかなり名古屋の敬老パスと豊山の環境を考えると、かなり近い

サービスになるというふうに考えてますので、登録者が多いのも利用が多いの

もよくわかるということです。むしろこれは松浦さんに教えてもらわなきゃい

けないんですけど、乗り切るかどうか、そっちの方がだんだん心配になってくる

のかなっていうのがある。あと、デマンドの方は３００円が安いのか高いのかっ

ていうのは、個人的には十分安いんじゃないかと考えてますけど、通常こういう

ものは登録はするけど、大体１年とか継続したところで、使うのは 1 割とかせ

いぜい２割とかが利用するという感じなので、よく１割ぐらいしか利用しない

ところはどうなのって言われるんですけど、そのぐらいがどこでも普通だと思

います。なので今、障害者の話も出たんですけど、私自身は年齢もよりも、先ほ

どの高齢者のバスがあれば、バスの方がいいと思っていただけるんだったらそ

ちらを乗っていただいた方が良く、やはりそれでは無理で、ちょっとお金が高く

ても、家の近くまで来ていただいて、乗れるほうがいいっていう方は確実にいる

ので、そういう方によく利用していただけるのがいいなと思ってますので、さっ
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きおっしゃったご意見っていうのは、まさにそういうことをきちんとできるよ

うにすることが大事かなというふうに思いました。あと自分としては、これ以上

高くは難しいんですけど、もうちょっとたくさんの方に利用できるようにして

いくのもありかなと思っています。またこれは今回やった結果として、これより

も広い範囲で、皆さんどういうふうに考えるかっていうのはアンケートとかそ

ういうことをやっていかないといけないかなと思っております。以上です。 

 

会  長： はい。よろしいでしょうか？ 

 

Ｃ 委 員： とよやまタウンバスに関しては、ここでも報告をしたように思いますけれど

も、この７５歳以上無料をやったら初日は乗り切れなくて、小牧の方へ行くバス

ですけどもタクシーを３台追加しました。それは初日だけですね。それで、豊山

町さんと協議をした上で１２月１日からハイエース車両だったのをマイクロバ

スに変えまして、それ以降は乗り切れないということは生じておりません。ただ、

行けるところが南は栄まで行けるし、北は小牧市民病院と結構小牧市役所の隣の

ドンキを利用される方もおられるんで、いずれにしても高齢者の方は多分、だん

だん統計上も出てるんでしょうけれども、増えていくんじゃないかなと思ってお

りますけども、今のところはマイクロバスで乗り切れておりますし、それ以上と

いうことはあんまり考えておりません。以上です。 

 

会  長： はい、ありがとうございました。他の方はよろしかったですか。では次に、

報告事項（２）県営名古屋空港における県主体の自動運転実証実験について事

務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局： ※ 資料に基づき説明 

 

会  長： ただいまの報告について、委員の皆様からご質問などはありますでしょうか。 

 

Ａ 委 員： 今、最後にレベル４での実装を目指すというご説明でありました。また、区

間についてもご説明をいただきました。これは営業用のいわゆる乗合バスとし

ての実装なのか自家用車としての実装なのかですね。その辺はまだ決定はして

ないんでしょうか。営業運転に至るような区間ではないような気もするんです

けれども、全国ではもう既に営業用の乗合バスとして実装されている地域もあ

ると聞いておりますので、その辺は町長の公約にあるかどうかわかりませんけ

れども、町長の就任に際して何かお思いになっていることがあれば、ぜひ教え

ていただければと思います。 

 

会  長： ありがとうございます。将来的にはですね、やはり人口というか、運転する

方も少なくなっていきますので、どこかの段階ではですね、考えていかなけれ

ばいけない事項なのかなというふうには考えておりますけども、今すぐにとい

うことではないかなというふうに思ってます。よろしかったでしょうか。 
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（協議事項） 

 

会  長： 他の委員さんからも何かご質問などよろしいでしょうか。では次に、協議事

項に移ります。協議事項（１）第３次豊山町地域公共交通計画の素案について

事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局： ※ 資料に基づき説明 

 

会  長： ただいまの説明について、委員の皆様からご質問などはありますでしょうか。 

 

Ｄ 委 員： ２点ございます。１点目が３９ページの地域公共交通計画の基本的な考え方

でございますが、豊山町さんが目指す、交通の将来像的な例えばネットワーク

図みたいのがあるとよりわかりやすいなということと、もう１点が５０ページ

の毎年度の標準的な実施スケジュールでございますが、おそらく事業計画に基

づく各事業の評価の部分は書かれているとは思うんですけど、計画自体の評価

の部分がこの図では読み取れないので、計画自体の評価はどのようにやってい

くかみたいなところを追記いただければよろしいのかなという２点でございま

す。 

 

事 務 局： ただ今いただいたご意見を参考に計画書の内容を詰めさせていただいて、パ

ブリックコメントに向けて準備を進めていきたいと思っています。よろしくお

願いします。 

 

会  長： はい。他の委員の方はどうでしょうか。 

 

Ｅ 委 員： ２点ご確認ください。２０ページの実施状況で、資料２で説明があった２月

の自動運転について、どこにカテゴリーを分けているのかわからないんですけ

ど、自動運転のことは言及しないのかというところで、自動運転に関して今後

の計画のところ、４４ページでも将来の自動運転社会を見据え実験を行います

とあるんですが、これはあくまで県が行う事業に対して、豊山町が協力してい

くのか、実施主体も豊山町として考えているのかというところについて、何か

考えがあれば確認したいなと思います。 

 

事 務 局： ２０ページの空港での自動運転バスにつきましては、３の括弧１の多様な交

通サービスとの連携や新たな交通サービスの導入の部分に、デマンド型交通の

実証実験に続いて、自動運転バスの実証実験を記載させていただくのが適切で

あると思いますので、その部分に追記させていただきます。もう一点、４４ペー

ジの新たな交通サービスの活用の自動運転バスの部分につきましては、愛知県

さんが主導で豊山町も協力してやっていくという体制で進めていく予定をして

おります。 
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Ｅ 委 員： ありがとうございます。 

 

会  長： はい。他の委員さんはどうでしょうか。よろしいですか。 

 

副 会 長 ： 全体としては、今の計画でやらなきゃいけないと言っていたのにできていな

かったところというのは、なくないと思うんですけれど、２０ページを見ると

ほとんど全部達成となっているので、大丈夫かなというのは個人的に思ったと

ころです。というのは、例えば社会教育センターのところの待ち環境とかって

いうのは、社会教育センター自体は、基本的に全ての系統が両方向停車する形

にできたのでこれは大きな成果だと思います。が、そもそも社会教育センター

は月曜日はやってないということなんで、そこにはいられないということにも

なるし、今どきデジタルサイネージとかもあるので、いろんなところに行ける

ところだったら、そういう機能があってほしいんですけれど、これも以前から

言っていたことだと思うんですけど、まだ何も特に前進してないなとかね。そ

ういうことは、特に今回の計画もあまり前進するような内容になってないのか

なというふうに思います。ということで、この後も精査していかなきゃいけな

いんですけど、自分が思っているところは、そこがありました。それから、今回

も話があった高齢者割引、これまず割引だと言っているんですけど、無料化で

すよね。割引って言ったら払うと思うので、割引としたら１０割引なんだけど、

普通は１０割引を割引とは言わないので、無料化なのかなということだし、今

４３ページに書いてあるのは、実施しますっていうか、９月１日から始めてい

ますが、継続しますということなのかなと。そう書いてもらう必要があるし、さ

らにここに年齢を書いていないというのは、もっと拡大するとかそういうこと

があるのかとか、ここは結構大事なとこじゃないかなと思います。名古屋市長

選挙絡みの記事で皆さんお読みになったかもしれませんが、中日新聞の方に取

材を受けて、私自身は年齢でスパッと切るのは懐疑的であるというふうに申し

上げた。といっても年齢じゃなくて何かというのは、先ほど障害者とかいろい

ろ、名古屋市だったら障害者とかはもちろん敬老パスだけじゃなくて福祉バス

がありますので、やっておられるんですけど、本当に困ってる方がどういう方

なのかというのをきちんと精査して、そういう方に行き届くようにやるべきじ

ゃないかとインタビューでは申し上げました。こういうふうに書かれると、も

っと広げていくのとか、割引って書いてあるんだけど今既に割引じゃなくて無

料化なんで、新しいところは無料じゃなくて割引っていうのもありうるという

か、例えば７０歳以上は割引で７５以上は無料とかね。いろんなバリエーショ

ンがあるので、既にそういうのをやっているけれど、さらに、どういう方がお困

りなのかとか、負担がなかなかできないとかということなので、どうしていく

かということを更に検討されるっていうことを、この４３ページの部分に書い

ていかれるといいかなと思います。ここは今町長も変わっていますので、その

方針も考えていただいて、私はあくまでも助言というか個人的な意見を申して
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おりますけれど、服部さんの思いも入れてきていただければと思いますので、

もちろんここで決まっても議会とかで…というお話なので、我々としてはこう

いうふうにやっていきたいと。あと、パブコメもありますので、そこでもいろい

ろ出てくると思うんですけれどそこは５年間で、ちょっとこれはまずいんじゃ

ないかというのは、変更していくのはやればいいんですけれど、すぐできそう

なことで大事なことがあるんだったら書いておかなきゃいけないっていう考え

方からすると、今これは曖昧な書き方とも言えるので、もうちょっと考えてい

ただきたいなと思いました。自動運転の話が出たんですけど、正直言うと、シー

ズがどのくらい使えるかっていうことに依存するから、その実証実験っていう

のが人が運転してるんだったら、今回の７５歳以上向けのデマンド交通のよう

に実際使っていただけるかっていうことになるんですけど、今の自動運転の実

証実験だったら、ちゃんと走れるかということなので、あんまり公共交通政策

的には現段階でこれがきちっと走ってくれるので、こういうふうに活用するっ

ていうふうにちょっと言いづらいなというのはあります。国全体の政策として

は、僕は仮免っていうふうに最近説明しているので、仮免許練習中だったら、隣

に人が乗っているんだけど、ちゃんと訓練をたくさん積まないと本免に行かな

いということなので、そういう場を提供するっていうのは必要で、その意味で

はここに書いてある言い方をもうちょっと明確に言うと、名古屋空港周辺は専

用道でもあるし、場としてすごく使っていただけるところだと思うので、じゃ

んじゃんやっていただきたい、みたいなことはあるんですけれど、そこから外

へ出るときは、そこでよく練習していただいた上で出てこられる。さらにお客

さんが乗ってどうかというふうにステップアップするフィールドとしては使っ

ていただきたいという書き方がいいのかなと個人的には思いました。そこは委

員の皆さんとか、事務局ももちろん町長ももちろんそうなんですけど、お考え

を言っていただいて、ここにそういうふうに書いていただいたらいいかなと思

います。あと最後ですけど、豊山の場合だと、青山高添っていうバス停で北名古

屋のバスと小牧のバスが全部来るということで、そこはかっこよくできたんで

すが、かっこよくできても乗り継ぎ時間は決して配慮して引いてはいないので、

ローソンがありますけど、ローソンでそんなに粘っても居られないので、そん

なに上手くは乗り継げないんだろうなと思います。そのときに言っているのは

やはり乗り換えができるっていうより、北設楽なんかでやっているんですけど、

乗り入れをした方がいいと。乗り入れをすれば、両方のバスが使えて、本数的に

もある。あるいは逆に本数をそれぞれ減らしても、全体で便数を確保できて、し

かも乗り換えしなくていいとなれば、ずっとその方が便利なので、そこで折り

返すんだったら、そこからお互い先の方へ行って、車両交換するみたいな形で

相手の方に乗り入れていけば、本数は増えていないんだけど、乗り換えなくて

いいという事になったりするので、そういうことも小牧市さんも来ておられる

んで積極的に考えていく必要があるんじゃないかと思います。できるできない

はあるんですが、小牧市さんも北名古屋市さんも見直しされる、春日井市さん、

名古屋市さんももちろんあるんですけど、そういうところと、境界があるから
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そこで折り返すというふうに考えないで、お互い本数的には同じような本数だ

けれど、むしろ相手のところへ行って交流するとか、直通で便利にするってい

うことをやってることがこういう小さな豊山町では大事なことだと思います。

もちろん既存の路線は大事なので、これはきちんとやっていかなければいけな

いんですけれど、本当だったら良い時間に乗り換えられるといいなって言って

いるのが、むしろ乗り入れとか、そういうことを考えた方がいいのかなと思い

ますので、そこも覚えていていただけるといいなと思います。あとは、コロナ禍

で空港バスとかは大きな痛手を受けて、だんだん回復してきているんですけれ

ど、勝川空港線なんかは、これは三菱さんのこともありますが、ダイヤ的に回復

できないということになっているのを、もちろん運転手不足もありますが、と

いうのをどういうふうに回復させていくか、あるいはすべきなのかっていうこ

とはここにはないですよね。特に勝川空港線なんかは、私自身がよく使ってい

たんですけど、やはり不便になったと強く感じているので、どうやって復便し

ていくかというのは、書いておくことが必要であると思います。もちろん運転

手を集めるのも大変だからもう無理というふうに言われたらちょっとしょうが

ないんですけれど、町としては、この路線はもうちょっと便があるといいなと

か、その場合は補助も打つことができるとか、勝川空港線は国庫補助路線、地域

間幹線なので、そういう意味では国の支援を受けられる路線ですから、豊山と

勝川の間あるいは味美も通るので、もっと便数を増やしていただくようにする

っていうことはもし見込みがあるんだったら書いていくのがいいなということ

も思いました。何かコメントがあればお願いいたします。以上です。 

 

事 務 局： そうですね、ご指摘いただいた部分は幹事会から引き続きご指摘いただいて

いる部分でもございですので、内部でパブリックコメントまでに内容を詰めて、

進めていきたいというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

 

会  長： それでは、第３次豊山町地域公共交通計画の素案については、委員の皆様か

らのご意見を踏まえ、事務局で修正させていただきます。 

  以上で、本日予定しておりました報告事項、協議事項のすべてを終えること

ができました。ご協力ありがとうございました。それでは、事務局にお返ししま

す。 

 

 （閉会） 

 

事 務 局： ありがとうございました。それでは最後に、５の「その他」に入ります。     

事務局から２点ございます。 

      １点目、第３回豊山町地域公共交通会議を令和７年２月２１日（金）１５時

から開催する予定です。皆様、ご予定をよろしくお願いいたします。 

      ２点目、本日の報告事項（２）でお話させていただいたとおり、令和７年２

月１５日（土）に行います県営名古屋空港での自動運転バスの実証実験の乗車

希望者を確認いたします。ご希望のある方は挙手をいただけますでしょうか。 
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（参加者確認） 

 

事 務 局： ありがとうございます。それでは、手を挙げていただいた方について、愛知

県へ報告をさせていただきます。詳細が決まりましたら、ご報告させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。事務局からは以上です。委員の皆様か

ら、何かございますでしょうか。 

ないようですので、以上をもちまして、令和６年度第２回豊山町地域公共交

通会議を閉会いたします。ご協力、ありがとうございました。 


